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　気象庁の発表では、今年の日本の夏（2022 年 6

～ 8 月）の平均気温は顕著に高く、統計を開始し

た 1898 年以降、2010 年に次いで２番目に気温が

高い記録となったことが発表されました。新型コ

ロナウイルス感染症に対応する生活も３年目に入

り、夏のマスク生活に慣れてきたものの、例年と

は違う暑さを感じた方も多かったのではないかと

思います。

　今回の新型コロナウイルス感染症のパンデミッ

クで、人と人が直接接しコミュニケーションをと

ることで培われるもの磨かれるものがあることも

気づかされますが、総説においては、これからの

臨床検査技師養成により一層必要とされる医療技

術者のコミュニケーション教育について執筆して

頂きました。また、感染対策のため、通常とは違

う教育体制や制限された学生生活が学生達にどの

ような影響をもたらすのだろうかと感じることも

多くあり、そのような学生の状況を調査された論

文のほか、遠隔授業の配信に取り組みやすくする

ための工夫等、今号は長く続く世界的なパンデ

ミックのなかで得られた教育現場の知見を掲載す

る内容となりました。また、このよう状況でも、

先生方が取り組まれている国際交流や学会活動の

ほか、養成校のご紹介や書評もご執筆頂き、誠に

ありがとうございました。

　2022 年度より臨床検査技師養成新カリキュラ

ムにも対応しなければならないことが多くあり、

ご尽力されていることと思います。次の時代を

担う学生達が臨床検査技師の新しい未来を形創

ることができるよう「臨床検査学教育」雑誌が貢

献できればと考えております。会員の先生方に

は今後も変わらぬご支援の程、宜しくお願い申し

上げます。

（令和 4 年 9 月 4 日　編集副委員長　高田　智世）
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